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77
1

91
頁

風

立

ち

ぬ
、

い
ざ
生
き

め
や
も

堀
辰
雄
の
母
と
子
の
物
語

(中

)

松

原

秀

江

要

旨『フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』
は
、
日
本

の
子
供
た
ち
に
と

っ
て
、
「永
遠
の
名
作
」
と
も
云
え
る
作
品
で
あ
る
。
明
治
四
十

一
年
日
本
語
版
が
出
て
以
来
、
平
成
十

六
年
ま
で
百
点
以
上
も
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
作
品
と
、
『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
』
・
『聖
家
族
』
、
及
び
堀
辰
雄
そ
の
人
と
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
、
愛
と
友
情

・
偉
大

のσ

な
芸
術

(家
)

へ
の
憧
れ
を
中
心
に
述

べ
る
。

キ

ー

ワ

ー

ド

"

『
フ

ラ

ン
ダ

ー

ス

の
犬

』

ル

ー

ベ

ン

ス

片

山

母

娘

『
ル

ウ

ベ

ン

ス

の
偽

画

』

『
聖

家

族

』
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一

ヘ

へ

『ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
』

の

「
ル
ウ

ベ
ン
ス
」
に
改
め
て
注
目
す
る
と
、
ア
ッ
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

『ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
』
は
、
大
正
十
四
年
七
月
上
旬
か

ヘ

ヘ

へ

ら
二
か
月
、
軽
井
沢
に
滞
在
し
た
辰
雄

が
、
特
に
そ
の

「夏
の
末
、
片
山
夫
人

(松
村
み
ね
子
)
・
令
嬢
、
芥
川
龍
之
介
と

一
緒
に
追
分
に
ド
ラ
イ
ブ
し
た
」
こ
と
を

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「主
材
し
て
美
化
し
て
小
説
化
し
た
も

の
」
だ

っ
た
。
同
じ
年

の
五
月
、
春
秋
社
か
ら

『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』
が
出
て

い
る
。

の
み
な
ら
ず
こ
の
作
品
が

一
月
に

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

金

の
星
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た

(書
名
は

『フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
少
年
』
)
昭
和

二
年
二
月
、
『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
』

の
初
稿
が

「山
繭
」
に
発
表
さ
れ
、

一
月
に
そ
の
改

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

稿

の
出
た
昭
和
四
年
五
月
に
も
、
文
藝

春
秋
社
刊
の
小
學
生
全
集
第
二
十
六
巻
に
、

『黒
馬
物
語
』
と
共
に

『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』
が
出
て
い
る
。
又
定
稿
の
発

表
さ
れ
る
の
は
昭
和
五
年
五
月
だ
が
、
翌
六
年

の
四
月
に
も
こ
の
作
品
は
、
玉
川
學
園
出
版
部
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

『フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』
は
、
寄
る
辺
な

い
孤
独
な
少
年

・
ネ
ロ
ル
と
、
老
犬

・
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
の
美
し

い
愛

の
物
語
で
あ
る
。
と
同
時
に
十
七
世
紀

フ
ラ
ン
ド

(
1
)

ル
派
の
大
画
家

・
ル
ー
ベ
ン
ス
を
語
る
物
語
で
も
あ
る
。
明
治
四
十

一
年

(
一
九
〇
八
)
内
外
出
版
協
会
か
ら
日
本
語
版

(旦
局
善

一
訳
)
が
出

て
以
来
、
こ
の
作
品

(2

)

(3

)

は
平
成
十
六
年

(二
〇
〇
四
)
ま
で
約
百

点
、
あ
る
い
は
百
二
十
余
点
も
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
し
か
も
よ
く
読
ま
れ
た
ら
し
く
、
た
と
え
ば
神
戸
市
立
中
央
図
書
館

で
検
索
す
る
と
、
お
び
た
だ
し
い
数

の

『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』
が
出
て
く
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
度
も
繰
り
返
し
子
供
た
ち
に
貸
出
す
う
ち
に
、
失
わ
れ
て
し

(
4
)

ま

っ
た
の
だ
ろ
う
、

一
々
現
物
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
し
て
ラ
ジ
オ
が
普
及
す
れ
ば
ラ
ジ
オ
で
も
放
送
さ
れ
、
ア
ニ
メ
に
も
な

っ
て
、
特
に
ア
ニ
メ
の

(
5
)

影
響
は
甚
大
で
、
海
外
旅
行
も
容
易
に
な
る
と
、
日
本
人
観
光
客
の
問

い
合
わ
せ
で
、
ネ
ル
ロ
と
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
の
住
ん
だ
ホ
ー
ボ
ー
ケ
ン
に
は
彼
ら
の
銅
像
が
建

ち
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂

の
出

口
手
前
に
は
、
彼
ら
を
描
い
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も
あ
り
、
そ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
両
側
に
、
日
本
語
が
書

(
6
)

か
れ
て
い
た
り
も
す
る
。
そ
ん
な
中
で
こ
の
作
品
に
よ

っ
て
ル
ー
ベ
ン
ス
の
絵

や
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
を
知

っ
た
者
も
少
な
く
な

い
と
云
わ
れ
、
し
か
も
こ
の
作
品
が

(
1
)

日
本

の
子
供
た
ち
に
と

っ
て

「
永
遠

の
名
作
」
で
あ
る
の
な
ら
、
『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』
と

『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
』

の
刊
行
年
月
が
前
後
し
合

っ
た
と
し
て
、

何
ら
不
思
議

で
は
な

い
の
か
も
し
れ
な

い
。

だ
が
、

一
八
七
二
年

(明
治
五
)
こ
の
作
品
を
書

い
た
イ
ギ
リ
ス
の
女
流
作
家

・
ウ
ィ
ー
ダ
は
、
特
に
少
年
文
学
の
分
野
で

「高
貴
な
感
情
と
ゆ
た
か
な
想
像
力
」

(7s>



(7

)

を

発

揮

し

、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「普
通
の
人
に
は
見
え
な

い
景
色
を
見
、
普
通

の
人
に
は
聞
こ
え
な

い
声
を
聞
く
こ
と
」
(
『
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ス
ト
ー
ブ
』)
を
芸
術
家
の
役
割
と
し
、
夢
の

・

・

(
8
)

よ
う
な
空
想
を
大
事
に
す
る

作
家
だ

っ
た
。
そ
し
て

「表
層
的
に
は
、
少
年
と
老
犬
の
美
し
い
友
情
の
物
語
で
あ
る
」
『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』
も
、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

(
8

)

そ
の
深
層
の
部
分
に
は
、
芸
術
家

(あ
る
い
は
若
い
芸
術
志
望
者
)
と
市
民
の
対
立

(ま
た
は
葛
藤
)
の
主
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
云
わ
れ
て
い
る

(後
に
詳
述
)。
と
す

れ
ば
ウ
ィ
ー
ダ
と

『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』

の
世
界
は
、

(上
)
で
既
に
見
て
き
た
辰
雄
と

『ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
』
な
ど

の
世
界
に
、
極
め
て
近

い
と
云
え
る
だ

ろ
う
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
と
云

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
十
九
世
紀
末
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
は
、
右
に
記
し
た
よ
う
な

「芸
術
家
小
説
」
と
呼
ば
れ
る
小
説
が
現
わ
れ
、

・
…

(8
)

ア
イ

ル

ラ

ン

ド

の
作

家

、

ジ

ェ
イ

ム

ズ

・
ジ

ョ
イ

ス

の

『若

い
芸

術

家

の
肖

像

』

(
一
九

一
六
)

は

、

そ

の
代

表

的

な

作

品

だ

っ
た

。

し

か

も

こ

の

ジ

ョ
イ

ス

の
小

・

・

・

・

…

(
9
)

・

・

説
の

「幼
児

の
内
的
経
験

の
描
写
か
ら
始
ま
る
」
斬
新
な
手
法
は
、
大
正
八
年

(
一
九

一
九
)
に
は
既
に
芥
川
が
注
目
し
、
同
年
十
月
に
は
、
『世
界
少
年
文
学
名
作

ヘ

ヘ

へ

集
』
の
第
四
巻
と
し
て
、
『黒
馬
物
語
』
と
共
に

『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』
が
出

て
い
る

(但
し
非
売
品
)。
辰
雄
は
十
五
歳
、
犀
星
を
紹
介
し
た
広
瀬
雄
が
校
長
を

ヘ

ヘ

ヘ

へ

勤
め
る
東
京
府
立
第
三
中
学

の
三
年
だ
が
、
第

一
高
等
学
校

(理
科
乙
類
)
で
神
西
清
と
出
会

い
、
文
学
に
か
か
わ
り
始
め
る
以
前
の
こ
と
で
は
あ
る
。
だ
が
あ
る

ヘ

ヘ

へ

い
は
ひ
ょ

っ
と
し
て
、
双
方
の
母
親
が

「旧
知
の
間
柄
」
で
、
そ
の
せ

い
か
よ
く
遊
ん
だ
近
所
の
国
文
学
者

・
内
海
弘
蔵
の
子
供
達
を
通
し
て
、
幼

い
頃
か
ら
夢
み

が
ち
な
少
年
だ

っ
た
辰
雄
は
、
ル
ー
ベ

ン
ス
に
憧
れ
る
孤
独
な
貧
し

い
少
年
、
ネ
ル
ロ
が
主
人
公
の
こ
の
作
品
を
、
知
る
機
会
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
辰
雄
の

ヘ

へ

全
作
品
中
、
「屈
指

の
初
恋
小
説
」
と
云

わ
れ
る

『麦
藁
帽
子
』
は
、

ヘ

へ

私
は
十
五
だ

っ
た
。
そ
し
て
お
前

は
十
三
だ

っ
た
。

(
10
)

と
始
ま
り
、
そ
の
少
女

の
モ
デ
ル
は
内

海
弘
蔵

の
三
女

・
妙
だ

っ
た
と
云
わ
れ
、
し
か
も
更
に
こ
の
書
名
は
、
ル
ー
ベ
ン
ス
が

「美
術
の
世
界

へ
与
え
た
も

っ
と
も

(
11

)

大
き
な
寄
与

の

一
つ
」
と
さ
れ
る
、
美

し
い
婦
人
像

の
画
名
に
同
じ
で
あ
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
み
な
ら
ず
、
既
に
見
た
よ
う
に
、

大
正
十
四
年
五
月
春
秋
社
刊

の

『家
庭
文
學
名
著
選
』

に
、
『少
年
と
犬
』

の
書
名
で
こ
の
作
品

の
載

っ
て
い
る
事
実
を
、

見
逃
す
訳
に
は
い
か
な

い
だ
ろ
う
。
と

い
う
の
も
、
先
ず
奥
付
に

「豫
約
」
と
記
し
て
、
『ク
オ
レ
』
『黒
い
馬
』
と
共
に
出
た
も
の

(奥
付
に
は

「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の

風
立
ち
ぬ
、
い
ざ
生
き
め
や
も

(中
)

(79)
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ヘ

へ

犬
」
と
あ
る
)
と
、
定
価
を
記
し
て

『
ク
オ
レ
』
を
省
く
二
種
も

の

『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』
が
出
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
同
年
七
月
上
旬
か
ら
二
か
月
間
、

ヘ

へ

既
に
志
気
を
失

っ
た
孤
独
な
辰
雄
が
、
芥
川
や
片
山
母
娘
ら
と
共
に
、
軽
井
沢
で
過
ご
し
た
時
の
体
験
が
、
『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
』
に
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

改
め
て
云
う
ま
で
も
な
く
広
子
は
、

キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
東
洋
英
和
女
学
校
に
学
び
、

『シ
ン
グ
戯
曲
全
集
』
(大
正
十
二
)
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
ア
イ
ル
ラ

ヘ

ヘ

ン
ド
文
学

の
翻
訳
の
あ
る
松
村
み
ね
子
だ

っ
た
。
「藝
術
の
國
」
「
詩
の
國
」
と
云
わ
れ
る
日
本

(家
庭
文
學
名
著
選

『ク
オ
レ
』
序
文
)
に
生
ま
れ
て
、
歌
人
と
し
て

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も
名
を
な
し
た
彼
女
は
、
明
治
四
十

一
年
刊

の
日
本
基
督
教
会
の
牧
師

・
日
高
柿
軒
訳
述
の

『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』
を

い
ち
速
く
知
り
、
「藝
術
の
偉
大
な
力
」

の
こ
も

っ
た
こ
の

「静
か
な
感
動
に
打
た
れ
る
」
(金
の
星
社
刊

『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
少
年
」
は
し
が
き
)
作
品
を
、
長
男

・
達
吉

(明
治
三
十
三
年
生
れ
)
や
長
女

・

総
子

(明
治
四
十
年
生
れ
)
の
為
に
、
所
持
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
達
吉
は
昭
和
二
十
年
急
死
す
る
が
、
吉
村
鉄
太
郎

の
名
で
す
ぐ
れ
た
評
論
を
発

表
し
、
総
子
も
、
「何
時
の
ま
に
か
」
深
く
学
ん
だ

「
ヂ
ェ
ム
ズ

・
ヂ
ョ
イ
ス
の
方
法
」
で
、
「特
異
な
光
彩
」
を
放

つ
女
流
作
家

・
宗
瑛
に
な

っ
て
ゆ
く
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

そ
し
て
更
に
、
自
伝
小
説

『若

い
詩
人
の
肖
像
』

(昭
31

・
8
)
の
あ
る
伊
藤
整
が
、

ジ

ョ
イ
ス
の

「意
識
の
流
れ
」

の
文
体
を
小
説
に
取
り
込
ん
だ
新
心
理
主
義
の
代
表
的
理
論
家
兼
実
作
者
と
し
て
活
躍
し
、
や
が
て
堀
辰
雄
の
文
学

の
特
徴
を

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

分
析
し
、
そ
れ
を
文
学
史
に
位
置
づ
け
る
評
論
を
書
く
こ
と
に
よ

っ
て
堀
辰
雄
評
価

の
基
礎
を
築
く
こ
と
に
な

っ
た
。

(
12
)

・

・

と
云
わ
れ
、
終
生
辰
雄

の
父
親
が
わ
り

の
よ
う
な
存
在
だ

っ
た
犀
星

に
、
『わ
が
愛
す
る
詩
人

の
伝
記
』

(昭
32

・
12
)
の
あ
る
こ
と
を
見
る
な
ら
、
『失
わ
れ
た
時

を
求
め
て
』

の
二
十
世
紀
文
学
を
代
表

す
る
プ
ル
ー
ス
ト
と
共
に
、
ジ
ョ
イ
ス
は
と

い
う
よ
り
、十
九
世
紀
末
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
現
わ
れ
た

「芸
術
家
小
説
」
は
、

カ
ロ
ッ
サ
の

『幼
年
時
代
』

の
影
響
も
あ
る
が
、
『聖
家
族
』
以
後
、
幼

い
頃

の
内
的
体
験
を
振
り
返
り
始
め
る
辰
雄

の
文
学
を
理
解
す
る
上
で
、
見
逃
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(so>

先

ず

『
フ

ラ

ン
ダ

ー

ス

の
犬

』

と

『
ル

ウ

ベ

ン

ス

の
偽

画

』

を

、
辰

雄

の
境

遇

な

ど

重

ね

な

が

ら

比

較

し

て

み

よ

う

。

後

『
フ
ラ

ン
ダ
ー

ス

の
犬
』

と

記
す

)
は

、

次

の
よ

う

に

始

ま

っ
て

い
る

。

大
正
十
四
年
五
月
刊
の

『少
年
と
犬
』

(以



マ
マ

ネ

ル

ロ
と

パ

ト

ラ

ツ

シ
と

ユ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

此

の
ふ
た
り
は
寂
し
い
身
の
上
同
志
だ
。
ふ
た
り
と
も
此
の
世
に
手
頼
る
べ
き
人
も
な
く
孤
り
と
り
残
さ
れ
た
そ
の
孤
り
同
志
で
あ
る
か
ら
、
仲

の
よ

い
友

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

達
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な

い
。
(中
略
)
l
l
兄
弟
で
も
是
れ
程

の
仲

の
好

い
兄
弟
は
無

い
。
こ
れ
以
上
の
親
し
さ
は
想
像
さ
れ
な

い
程
な
親
密
な
問

へ柄

で

あ

る

。

(13
)

と

。

主

人

公

・
ネ

ル

ロ
は

辰

雄

に
、

老

犬

・
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ
は

、

母

・
志

気

に

重

ね

て

よ

い
だ

ろ
う

か

。

も

っ
と

も

志

気

に

は

三

人

の
妹

と

二

人

の

弟

が

い
る

が
、

ヘ

へ

父
親
を
脳
卒
中
で
亡
く
し
た
後
、
芸
者
に
な

っ
た
ら
し
い
彼
女
に

つ
い
て
、
辰
雄
は

『花
を
持
て
る
女
』

の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
の
生
ま
れ
る
ま
で
の
、
十
年
ち
か
い
年
月
を
、
私
の
母
は
そ
れ
ら

の
若

い
妹
や
小
さ
な
弟
を
か
か
え
て
、
気

の
弱

い
、
内
気
な
人
だ

っ
た
ら
し
い
お
ば
あ
さ

た

す

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ん
を
扶
け
な
が
ら
、
ど
ん
な
に
け
な
げ
に
働

い
た
か
、
そ
し
て
ど
ん
な
に
人
に
知
ら
れ
ぬ
よ
う
な
苦
労
を
し
た
か
、

い
ま
私
に
は
そ
の
想
像
す
ら
も
出
来
な

い
。

へ

と
。
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
は
江
戸
の
名
の
あ

る

「
町
家
」
の
出

で
あ
る
志
気
と
は
違

い
、
「特
に
何
世
紀

の
問
、

フ
ラ
ン
ダ
ァ
ズ
で
祀
父
ゆ
づ
り
親
ゆ
づ
り
の
激
し
い
む

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

こ
た
ら
し

い
勢
働
を
耐
え
忍
ん
で
來
た
雑
り
け

の
な

い
犬
」
で
あ
る
。
生
ま
れ
て

一
年
も
過
ぎ
る
と
、
「
ほ
ん
の
安

い
値
段
で
」
売
り
飛
ば
さ
れ
こ
き
使
わ
れ
た
。

D

そ
の
揚
句
の
果
て
・
「憂
の
白

つ
ぽ
い
砂

ぼ
こ
り
の
な
か
」・
「
口
か
ら
泡
を
出
し
て
」
倒
れ
る
と
・
「
泌
瀞
の
な
か
に
」
蹴
込
卦
か
・
応
か
だ
よ
う

に
な

っ
て
い
た
の

綿

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

を
、
ジ

ュ
ハ
ン

・
ダ
ア
ズ
爺
さ
ん
と
、
そ
の
娘

の

「
わ
す
れ
形
見
」
の
ネ
ル
ロ
に
助
け
ら
れ
、
生
き
返

っ
た
の
だ

っ
た
。
志
気
も
大
正
十
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

で
、
多
く

の
避
難
し
て
き
た
人
た
ち
と
隅
田
川
に
飛
び
込
み
、
泳
げ
ず
に
水
死
し
て
い
る
。
従

っ
て
辰
雄
は
、
ネ
ル
ロ
同
様
志
気

の

「わ
す
れ
形
見
」
だ
が
、
志
気

が
生
き
返
る
こ
と
は
な

い
。

だ
が
、
大
人
に
な
り
始
め
る
十
三
歳

の
頃
の
年
譜
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
、

ヘ

へ

好
み
し
学
課
は
数
学

の
み
、

い
ま
だ
文
学
書

の
類
に
も
親
し
ま
ず
。
藍
花
、
藤
村
、
鏡
花
な
ど
の
小
説
を

い
さ
さ
か
読
め
る
の
み
。

(
14
)

と
、辰
雄
自
身
が
書
き
込
ん
だ
部
分
の

「鏡
花
」
に
対
す
る
興
味
は
、晩
年

(四
十
六
歳
。
四
十
八
歳
で
亡
く
な
る
)
彼
が
病
い
の
為
思
う
よ
う
に
読
書
が
出
来
な
く
な

っ

て
も
、
夜
は
そ
の
作
品
な
ど
多
恵
夫
人
に

「読
ん
で
も
ら
」
う
程

の
も
の
だ

っ
た
。
鏡
花
は
幼
い
頃
死
別
し
た
実
母
に
憧
れ
続
け
、

ヘ

ヘ

へ

露
草
や
赤

の
ま
ん
ま
も
な

つ
か
し
き

の
句
が
絶
筆
に
な
る
が
、
若

い
頃
中
野
重
治
が
、

風
立
ち
ぬ
、
い
ざ
生
き
め
や
も

(中
)



大
手
前
大
学
論
集

第

13
号

(
2
0
1
2
)

お
前
は
歌
う
な

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

お
前
は
赤
ま
ま
の
花
や
と
ん
ぼ
の
羽
根
を
歌
う
な

と

「歌

っ
た
」
時
、
辰
雄
は
こ
の
二
行

で
始
ま
る

「
そ
の
詩
独
得
の
美
し
さ
」
に
、
「半
ば
同
意
し
な
が
ら
」
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

し
か
し
そ
の

一
方
こ
れ
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
人
生

の

少
く
と
も
人
生

の
詩
の

最
も
本
質
的
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
は
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
幼
年
時
代

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
さ
さ
や
か
な
幸
福

そ
れ
を
こ
の
赤
ま
ん
ま
の
花
た
ち
は

つ
つ
ま
し
く
、
控
目
に
、
し
か
し
見
る
人
に
よ

っ
て
は
ほ
と
ん
ど
完
全
な
姿

で
代
表
し
て
い
る

の
だ
。

:
:

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
記
し
て
い
る

(『幼
年
時
代
』
赤
ま
ま

の
花
)。
と
す
れ
ば
志
気
は
終
生
辰
雄
に
と

っ
て

「最
も
本
質
的
な
」
存
在
、
多
恵
夫
人
が
云
う
よ
う
に
、
魂

の
古
里
と
で

も
云
う
よ
う
な

「最
愛

の
人
」
だ

っ
た

の
だ
ろ
う
。
志
気
は
辰
雄
の
心
の
中

で
生
き
続
け
た
。

ヘ

ヘ

へ

し
か
も

『膿
野
』
(
(下
)
で
述
べ
る
)
を
書
き
終
え
た
辰
雄
が
、
グ
レ
ゴ
の

「受
胎
告
知
」
を
見
る
為
に
、
倉
敷
の
大
原
美
術
館
ま
で
足
を
運
び
、
そ
の
絵

の
前
の

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

う

つ

と

り

ソ
フ
ァ
で
、
「
い
い
気
持
で
居
眠
り
し
て
し
ま

っ
た
」
の
も
、
ネ
ル
ロ
が
ア
ン
ト

ワ
ー
プ
の
大
寺
塔
の
祭
壇

の

「
マ
リ
ア
昇
天
」
の
絵

の
前

で
、
「身
も
心
も
悦
惚
と

勿

し

て
」

ユ
晦

つ

て
居

た

」

こ
と

と

、

無

関

係

で

は

な

い
よ

う

に
思

わ

れ

る

。

『
フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬

』

で

は

、

ア

ン
ト

ワ

ー

プ

は

ル

ー

ベ

ン

ス

の

「
生

れ

て

か

ら

死

綿

(15

)

セ
ン
ト

ぬ
ま
で
の
地
」
で
、
そ
の

「誕
生
地

の
中
央
に
當
る
聖
ジ
ャ
ッ
ク

ェ
寺
院
内
」
に
は
、
彼

の
墓
標
も
あ
る
と
記
す
が
、
辰
雄
は
ル
ー
ベ
ン
ス
の

『聖
家
族
』
も
観
て

い
た
だ
ろ
う
か
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

聖
母

マ
リ
ア
の
膝

の
上
に
幼
児
イ

エ
ス
が
立

っ
て
い
る
。
そ
の
背
後
か
ら
聖
母

マ
リ
ア
の
母
聖
ア
ン
ナ
が
2
人
を
そ

つ
と
抱
き
か
か
え
、
画
面
右
奥
か
ら
聖
母

ヘ

マ
リ
ア
の
許
嫁

(い
い
な
づ
け
)
の
夫
聖
ヨ
セ
ブ
が
の
ぞ
き
込
ん
で
い
る
。(
16
)

・

こ
の

「
哺
乳
の
聖
母
」
と

い
う
伝

統
的
な
主
題
に
基
づ
く

ル
ー
ベ
ン
ス
の
絵
は
、

い
か
に
も
バ
ロ
ッ
ク
美
術
を
代
表
す
る
大
ル
ー
ベ
ン
ス
の
絵
に
ふ
さ
わ
し
く
、

ヘ

ヘ

へ

健
康
で
生
き
く

と
し
た
生
命
感
に
あ

ふ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
人
物
を
そ
の
ま
ま
、
「清
く
寂
し
く
」
美
し
い
色
合

い
に
染
め
直
す
な
ら
、
そ
れ
は
向
町

ヘ

ヘ

へ

の
彫
金
師

・
上
条
松
吉
宅
で
の
辰
雄

の
幼
年
時
代
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
幼

い
辰
雄
は
、
志
気

の
膝

の
上
に
乗
る
の
が
好
き
だ

っ
た
。
そ
し
て

コ

か
月
位
ず

つ
」

で
は
あ
る
が
、
年
と

っ
た
大
好
き
な
お
ば
あ
さ
ん
が
、
辰
雄
た
ち
の

「居
心
地
の
い
い
家
」
に
や

っ
て
来
て
、
お
互
に

「
つ
つ
ま
し
く

控
目
に
」
「
や
さ
し
く

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

愛
し
合
」

い
、
「幸
福
」
だ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
か
悲
し
く

「幸
福
と

い
う
幸
福
の
す
べ
て
」
が
、
「
子
供
ら
し
い
悲
し
み
に
ま
ん
べ
ん
な
く
裏
打
さ
れ
て
」



へ

い
た
辰
雄

の
幼
年
時
代
。
そ
れ
は
ほ
と

ん
ど
そ
の
ま
ま
、
「大
書
画
ル
ベ
ン
ス
の
や
う
に
成
り
た

い
」、

ル
ー
ベ
ン
ス
の
絵
を
見
た
い
と
願

っ
て
叶
わ
ず
、
「
度
々
喜

ヘ

ヘ

ヘ

へ

び
と
悲
し
み
と
が

一
緒
に
な

つ
た
や
う

な
、
何
ん
と
も
押
し
計
る
こ
と
の
出
來
な

い
涙
」
を
流
す
ネ
ル
ロ
と
、
そ
ん
な
ネ
ル
ロ
を
気
づ
か
う
老
犬

・
パ
ト
ラ

ッ
シ
ュ
、

び
つ
こ

そ
し
て
自
分
も
パ
ト
ラ
ッ
シ

ュ
も
亡
く
な

っ
た
ら
と
、
幼

い
ネ

ル
ロ
の
行
末
を
案
じ
る

「
腰
の
か
"
ん
だ
弱
々
し
い
破
の
よ
ぼ
く

爺
さ
ん
」
の
、
ひ
ど
く
貧
乏
だ

が
、
お
互
に
や
さ
し
く
愛
し
合

い
、
笑

い
声
の
た
え
な
い
幸
せ
で
静
か
な
毎
日
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

更
に
ネ
ル
ロ
が
、

ヘ

ヘ

ヘ

へ

黒
み
が
か

つ
た
凛
と
し
た
や
さ
し

い
眸
、
頬
は
花
の
咲

い
た
様
に
輝
き
、
綺
麗
な
髪
が
長
く
襟
頸
ま
で
垂
れ
て
房
々
と
し
て

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ま
る
で

「
ル
ベ
ン
ス
の
名
書
か
ら
抜
け
出
た
か
と
思
は
れ
る
」
よ
う
な

「
愉
快
げ
な
無
邪
氣
な
」
「美
し
い
少
年
」
だ

っ
た
よ
う
に
、辰
雄
も
又
、
犀
星
が
初
め
て
会

っ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

た
時
の
印
象
を
、
「
よ
い
育
ち
の
息
子
の
顔
付
に
無
口
の
品
格
を
も

っ
た
」、
「ど
こ
か
の
俳
優
の
子
で
も
あ
る
よ
う
な
」
(『我
が
愛
す
る
詩
人
の
伝
記
」
)
美
し
い
青
年

ヘ

ヘ

ヘ

へ

だ

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
大
正
五
年

一
月
七
日
の
剣
舞
す
る
凛

々
し
い
少
年

(十
二
歳
)
・
辰
雄
の
写
真
を
見
て
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。

ヘ

へ

そ

ん
な

辰

雄

は

幼

い
頃

人

見

知

り

で

、

=

人

で

絵

本

ば

か

り

見

」

て
遊

ん

で

い
た

。

絵

本

で

は

な

い
が

、

『
フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の
犬

』

も

知

っ
て

い
て

(国

文
学
者

・

の綿

内

海

弘
蔵

の
妻

女
と

旧
知

の
間

柄

だ

っ
た
志
気

も

、
彼
女

を

通

し

て

『
フ
ラ

ン
ダ
ー

ス

の
犬

』
を

知
り

、
辰

雄

の
こ
と

に
な

る
と
も
う

夢

中

に
な

る
志
気

は
、

辰
雄

に
既

に
買

い

与
え

て

い
た

か
も

し
れ

な

い
。

彼
女

は
文

学
を

志
す

辰
雄

が
何

か
書

く

と
、

原
稿
料

だ
と

云

っ
て
、

何

が
し

か

の
金

銭

を
手
渡

す

よ
う

な
母

親

で
も

あ

っ
た

)
、

そ

の

本

の
中

で

ジ

ュ

ハ
ン

・
ダ

ア

ス
爺

さ

ん

が

孫

の

ネ

ル

ロ

に
、

わ

し

ら

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

俺
等
は
貧
乏
人
ぢ
や
。
何
で
も
神

様
が
下
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
ま

・
戴
か
な
く
ち
や
な
ら
ぬ
。
良

い
も
の
も
受
け
る
し
、
悪

い
こ
と
も
受
け
る
の
ち
や
。
貧
乏

よ

人
は
揮
り
好
み
す
る
の
ち
や
な
い
。

と
云
い
聞
か
せ
た
そ
の
言
葉
を
、
無
意

識
の
う
ち
に
ど
こ
か
に
ひ

っ
そ
り
と
、
既
に
仕
舞

い
込
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
志
気
が
、
い
つ
の
間
に
か
そ
の

ヘ

ヘ

へ

よ
う
に
、
仕
付
け
て
し
ま

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
幼
い
辰
雄
は
、
幸
せ
で
も
何
故
か
悲
し
く
、

い
つ
も
そ
の
悲
し
さ
を

「自
分
ひ
と
り
で
悲
し
ん
で
い
れ
ば
、
す

き

ヘ

へ

べ
て
好
く
な
る
」
と
、
密
に

「思
ひ
込

ん
で
い
た
」
。
そ
し
て
腋
に
落
ち
な

い
事
も

「訊
こ
う
と
も
せ
ず
に
、
ま
る
で
自
分
の
運
命
そ
の
も
の
の
よ
う
に
、
そ
れ
を

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
し
よ
う
と
努
力
し

て
い
た
」
。
ネ
ル
ロ
も
ま
た
、
大
事
な
こ
と
も

「あ
き
ら
め
て
」
、
逆
ら
わ
な
い

「静
か
な
」
少
年
だ

っ
た
。

う
な
つ

だ

が

し

か

し

、

「
お

爺

さ

ん
を

尊

敬

し

て

居

た

」

ネ

ル

ロ
は

、

こ

の

言

葉

に

「
黙

つ
て

耳

を

澄

し

」
、

「
皆

尤

も

の

こ

と

と

頷

い
た

」

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

心

の
中

風
立
ち

ぬ
、

い
ざ
生
き
め
や
も

(中
)
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ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

で

「
ぼ

ん

や

り

と

」
、

「
そ

の
天

才

を

発

揮

し

ろ
と

働

ま

す

も

の

」

を

、

無

視

で
き

な

い
で

い
る

。

そ

し

て

、

ヘ

へ

え
ら

い
や
。
貧
乏
人
だ
か
ら
と
て
時
に
は
撰
ぶ
こ
と
が
出
來
る
。
偉
く
な
る
道
を
澤
ぶ
そ
れ
を
誰
が
い
け
な

い
と
云
は
う
か
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

は
つ

と
考
え
、
「大
書
蒙

ル
ベ
ン
ス
の
や
う
に
成
り
た
い
」
と
ば
か
り
思

っ
て
い
た
。
と

い
う
の
も
、
「小
さ
な
村
の
端
れ
の
小
さ
な
藁
掛
の
小
屋
」
で
、
お
爺
さ
ん
や
パ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ト
ラ
ッ
シ
ュ
と
暮
し
て
い
た
ネ
ル
ロ
は
、
広

々
と
広
が
る
牧
草
や
麦
畑
の
遙
か
む
こ
う
に
、
ま
る
で

「夢
」

の
よ
う
に
そ
び
え
立

つ
ア
ン
ト

ワ
ー
プ
大
聖
堂

(聖
母

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

マ
リ
ア
大
聖
堂
)
の
尖

っ
た
塔
を
、

い

つ
も
独
り
見
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
寺
院
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
寺
院
と
も
云
わ
れ
、
十
六
世
紀
に
完
成
し
た
ベ
ル
ギ
ー

、

、

(
17

)

、

、

、

、

、

、

、

、

、

最

大

の

ゴ

シ

ッ
ク
建

築

だ

っ
た

。

の

み

な

ら

ず

ア

ン

ト

ワ
ー

プ

は

、

「
藝

術

家

の
中

の
藝

術

家

と

い

っ
て
も

い

・
」

大

画

家

・
ル

ー

ベ

ン

ス
が

生

ま

れ

て
亡

く

な

り

、

へ

さ
ま

よ

そ
の
魂
が
今
も

「彷
復

つ
て
居
る
」
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
ア
ン
ト

ワ
ー
プ
に
、
ネ
ル
ロ
は
老

い
た
お
爺
さ
ん
に
代
り
、
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
と
毎
日
牛
乳
配
達
に

(
17
)

通

っ
て

い
た

の

で
あ

る
。

ベ

ル
ギ

ー
第

二

の
都

市

で

、
十

五

世

紀

に

は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

最

大

の
港

で

も

あ

っ
た

ア

ン
ト

ワ

ー

プ

に

つ

い
て

、
ウ

イ

ー

ダ

は

『
フ
ラ

ン
ダ

ー

ス

の
犬

』

の
中

で
、

次

の
よ

う

に
述

べ

て

い

る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ま

と

よ

・
昔
、
ル
ベ
ン
ス
が
此
地
に
出
な
か

つ
た
ら
、
ア
ン
ト
ワ
ル
プ
は
今
日
、
下
ら
な

い
唯
の
市
街
で
、
観
る
も

の
と
云

へ
ば
た
f
く

埠
頭
に
あ

つ
ま
る
商
人
達

の

で
ガ

見
マる
位
な
も

の
で
あ

つ
た
ら
う
。

綿

マ

マ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

た

と

ひ

・
ア
ン
ト
ワ
ル
プ
到
る
所
、
ル
ベ

ン
ス
の
魂
を
見
る
や
う
な
美
し

い
と
こ
ろ
が
あ

つ
て
、
假
令
ま
わ
り
に
醜

い
も
の
が
あ

つ
て
も
、
そ
れ
を
覆
ひ
隠
し
て
し
ま

ほ
と
り

を

ず

ふ
位
で
あ
る
。
も
し
私
達
が
こ

の
地
に
遊
び
、
足
に
ま
か
せ
て
、
或
は
曲
り
く
ね
つ
た
街
道
を
散
歩
し
、
或
は
死
ん
だ
や
う
に
静
か
な
水
の
邊
に
停
む
な
ら

ゐ

ま

わ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

マ

マ

ば
、
よ
し
や
、
遙
か
の
彼
方
、
或
は
そ

の
居
園
り
に
い
ろ
く

騒
が
し
い
物
音
が
聞
こ
え
る
と
も
、
嘗
て
ル
ベ
ン
ス
が
見
た
と
同
じ
美
し
さ
が
私
達
の
眼
に

も
見
る
こ
と
が
出
來
や
う
。

ち

や

う

ど

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

・
恰
度

ア
ル
ト
ワ
ル
プ
全
市
が
ル

ベ
ン
ス
の
墓
と
云

つ
て
も
い
・
位
で
、
我
々
が
ア
ン
ト
ワ
ル
プ
市
に
這
入
り
さ

へ
す
れ
ば
直
ぐ
に
ル
ベ
ン
ス
の
こ
と
を
思
ひ

ヘ

ヘ

へ

浮

べ

る

や

う

に

、

遠

き

昔

の

面

影

風

情

が
残

つ

て
居

る

。

と

。

そ

し

て

更

に

ネ

ル

ロ

の
血

に

は

、

ル
ー

ベ

ン

ス
は

勿

論

、

そ

の
影

響

を

受

け

て

ア

ン
ト

ワ

ー
プ

で

活

躍

し

た

画

家

、

ヤ

ー

コ
ブ

・
ヨ

ル

ダ

ー

ン

ス

や

フ

ァ

ン

・

ヘ

ヘ

ア
イ
ク
兄
弟
な
ど
の
大
芸
術
家
の

「
天
才
と
同
じ
も

の
」
が
、
「宿

つ
て
居
た
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

辰
雄
に
と

っ
て
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
は
、
下
町
を
抜
け
出
し
、
し
ば
し
ば
滞
在
し
た
軽
井
沢
だ

っ
た
に
違
い
な

い
。
だ
が
ル
ー
ベ
ン
ス
は
、
そ
の
地
に
深
く
か
か
わ



、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

(
18

)

る
も
の
の
、
芥
川
だ

っ
た
ろ
う
か
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
だ

っ
た
ろ
う
か
。
十
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
詩
人
の

一
人
で
、
最
も
重
要
な
美
術
批
評
家
で
も
あ

っ
た
ボ
ー

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

(
12

)

ド
レ
ー
ル
は
、
二
十
世
紀
初
頭
日
本
に
紹
介
さ
れ
、
「蒲
原
有
明
や
芥
川
龍
之
介
、
萩
原
朔
太
郎
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
」
と
云
わ
れ
て
い
る
。

、

、

、

、

(
19
)

、

既
に
云
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
「芥
川

の
作
家
と
し
て
の
生
き
方
」
・
「そ
の
美
学
と
作
品
」
は
、
「最
も
手
近
な
理
想
」
と
し
て
辰
雄
の
前
に
あ

っ
た
。
だ
が
、
師

と
た
の
む
芥
川

の
自
殺
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
な
が
ら
も
、
『芥
川
龍
之
介
全
集
』

(岩
波
書
店
刊
)
の
編
集
に
従
事
し

(昭
和
三
年
七
月
ま
で
)
、
そ
の
全
業
績
を
目
の

ヘ

ヘ

へ

あ
た
り
に
し
、
卒
業
論
文

で

「芥
川
龍
之
介
論
-
芸
術
家
と
し
て
の
彼
を
論
ず
」
(昭
4

・
3
)
を
書

い
た
辰
雄
は
、
「藝
術

の
た
め
の
藝
術

に
つ
い
て
」
(昭
5

・
2
)

で
、
芥
川
が
、

何
よ
り
も
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
の

一
行

を
1

ヘ

へ

と
云

っ
た
そ
の

「言
葉

の
終
る
と
こ
ろ
か
ら
僕
の

一
切

の
仕
事
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

「美
し
か
れ
、
悲
し
か
れ
」
(昭
14

・
12
)

で
は
、
芥
川
が
さ
さ
や
い
た
そ
の
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の

一
行
、

美
し
か
れ
、
悲
し
か
れ

5ー

程
、
「
若

い
時
分
の
こ
と
を
、
そ
の
苦
舟
も
勧
が
も
、

一
し
よ
に
思

い
出
さ
せ
る
も
の
は
」
な

い
と
ま
で
云

っ
て
い
る
。
だ
が
し
か
し
、
芥
川
に
読
ん
で
も
ら

っ
た

綿

最
後
の
原
稿
に
な

っ
た
処
女
作

・
『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
』
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
も
云

っ
て
い
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

そ
の
頃

の
私
は
ど
う
も
す
こ
し
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
か
ぶ
れ
し
て
ゐ
た
や
う
に
見
え
る
。
こ
と
に
彼
の
好
き
な
雲
を
私
も
好
き
に
な

つ
て
、
例

へ
ば

『
ス
ウ
プ
と
雲
』

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と

云

う

散

文

詩

に

出

て
く

る

(中

略
)

そ

の
雲

の
ご

と

き

も

の
を

、

私

は

何

ん

と

か

し

て

一
度

で

い

い
か

ら

こ

の
手

に
触

つ

て
見

た

い
と

思

ひ

つ
め

て

ゐ

た

の

で
あ

つ
た

。

(
『
ル

ウ
ベ

ン
ス

の
偽

画
』

に

昭

8

・
2
)

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と

。

ボ

ー

ド

レ

ー

ル
が

、

「
ス

ウ

プ

を

す

す

る

の
も

忘

れ

て
」
、

「
窓

か

ら

う

つ
と

り

」

雲

に

「
見

と

れ

て

い
た

」

よ

う

に

、

既

に

志

気

を

失

い
、

貧

乏

で
結

核

に

悩

、

、

、

、

、

、

、

、

、

(
20

)

む
辰
雄
が
、
「
現
実
の
煩
さ
」
な
ど
、
「
何
の
価
値
も
な

い
も
の
の
よ
う
に
」
思

っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
そ
し
て
そ
の
彼
が
、
「
何
と
か
し
て

一
度
で
い
い

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

か
ら
こ
の
手
に
触
れ
て
見
た
い
と
思
ひ

つ
め
て
ゐ
た
」
「
雲
の
ご
と
き
も
の
」
が
、
軽
井
沢
で
展
開
さ
れ
る
朔
太
郎
や
芥
川
・犀
星
、
と
り
わ
け
広
子
母
娘
の
世
界
だ

っ

(
20

)

た

こ
と

も

。

風
立
ち

ぬ
、

い
ざ
生
き
め
や
も

(中
)
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ヘ

ヘ

ヘ

へ

と

す

れ

ば

、

辰

雄

に

と

っ
て

の
広

子

母

娘

は
、

ネ

ル

ロ
に

と

っ
て

の

ル

ー

ベ

ン

ス

の

二
組

の
大

作

、

「
キ

リ

ス

ト

昇

架

」

(
「
十
字

架

上

の
昇

天
」
と

も

)
・
「
キ

リ

ス

ト

降

架

」

(「
十
字

架
上

の
降
臨

」

と
も

)

に

、

か

か

わ

る

の
だ

ろ
う

か

。

『
フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬

』

は

、

「
ど

ん

な

に
貧

し

く

て

も

人

間

ら

し

さ

を

失

わ

な

い
生

き

方

・

…

(
6
)

・

・

・

・

・

・

…

を
し
み
じ
み
と
語
り
か
け
て
く
れ
る
、
す
ぐ
れ
た
愛

の
文
学
」
だ

っ
た
。
そ
れ
は
ど
ん
な
不
幸
に
見
舞
わ
れ
て
も
、
愛
し
合
う
ネ
ル
ロ
と
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
を
通
し
て

語
ら
れ
る
。
そ
し
て
ネ

ル
ロ
が
見
た
い
と
憧
れ
る
ル
ー
ベ
ン
ス
の
二
組
の
大
作

に
描
か
れ
る
キ
リ
ス
ト
は
、
そ
の
象
徴
だ

っ
た
ろ
う
。
と

い
う
よ
り
、
こ
の
二
組
の

絵

に
描
か
れ
る
キ
リ
ス
ト
は
ネ
ル
ロ
の
、
聖
母

・
マ
リ
ア
は
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
の
象
徴
だ

っ
た
と
、
云

っ
て
よ

い
だ
ろ
う
か
。
昭
和
二
年

一
月
、
金

の
星
社
か
ら
出
た

ヘ

へ

『
フ
ラ

ン
ダ

ー

ス

の
少

年

』

の

「
は

し

が

き

」

に

は

、

こ

の
作

品

に

つ

い

て
、

次

の
よ

う

に
述

べ

て

い

る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

お
そ
ら
く
何
人
も
、
讃
み
終
つ
た
後
、
大
き
な
聲
で
も
の
も
い
へ
な
い
や
う
な
、
静
か
な
感
激
に
打
た
れ
る
事
と
思
ひ
ま
す
。

ω

そ
れ
は
こ
の
作
の
持
つ
て
ゐ
る
藝
榊
伽
衛
ガ
か
か
で
す
。
宗
靴
脚
を
帝
が
だ
ガ
ざ
か
藝
榊
伽
か
が
こ
も
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
す
・
丁
度
か
い
心
浴
ゐ
伽
蚕
に
防

綿

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

つ
た
時
感
じ
る
と
同
じ
力
が
、
こ

の
作
品
に
あ
る
と
も

い
へ
ま
せ
う
。

と
。
い
か
に
も
、
こ
の
通
り
だ
と
思
わ
れ
る
。
辰
雄
も
こ
の
作
品
を
読
ん
で
い
た
ら
、
同
じ
感
慨
に
ひ
た

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
が
だ
か
ら
と
云

っ
て
、
そ

の
文
学
の
世
界
が
、
こ
れ
に
同
じ
だ
と
云
う
の
で
は
な
い
。
結
論
を
急
ぐ
前
に
、
辰
雄

の
作
品
と
比
較
し
な
が
ら
、
今
少
し
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

ヘ

ヘ

へ

大
書
蒙

ル
ベ
ン
ス
の
や
う
に
成
り
た
い

を

ト

と

願

う

ネ

ル

ロ

の

「
男

々
し

い
考

へ
」

は

、

辰

雄

の

文

学

へ

の
思

い
を

、

広

子

も

総

子

も

知

っ
て

い

た

よ

う

に

、

パ

ト

ラ

ッ
シ

ュ
の
他

に

ア

ロ

ア
も

知

っ
て

い
た

。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ネ
ル
ロ
と
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
が

コ

番
好
き
」
で
、
「
柔
ら
か
な
丸
々
し
た
薔
薇

の
花
の
よ
う
な
姿
に
パ

ッ
チ
リ
黒
味
が
か

っ
た
瞳

の
愛
ら
し
」

い
ア
ロ
ア
は
、
村

一

ヘ

ヘ

ヘ

へ

番

の
金
持

の

一
人
娘
と

い
う

こ
と
と
も
相
ま

っ
て
、
「薔
薇

の
皮
膚
」
を
持

っ
た

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

彼
の
描
き
か
け
の

「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
書
」

の
女
主
人
公

ヘ

へ

に
よ
く
似
て
い
る
だ
ろ
う
。
の
み
な
ら
ず
、
ア
ロ
ア
を
写
生
し
て
い
た
ネ
ル
ロ
は
、
彼
女

の
父
親
の
コ
ゼ
ツ
旦
那
に
見
と
が
め
ら
れ
、
写
生
な
ど

「馬
鹿
げ
た
事
」
・



な
ま
け
も
の

「悪

い
暇

つ
ぶ
し
」
・
「怠
惰
」

の
す
る
事
と
罵
ら
れ
、
そ
の
絵
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
だ
け
で
な

い
。
「顔
も
姿
も
眉
目
も
よ

い
」
こ
と
ま
で
仇
に
な

っ
て
、
将
来
二
人

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

に

「心
配
事
」
が
起

っ
て
は
と
引
き
裂
か
れ
、
ネ
ル
ロ
は
ア
ロ
ア
の
誕
生
日
に
も
、
独
り
の
け
も
の
に
さ
れ
る
の
だ
か
ら
。
と

い
う

の
も
、

『聖
家
族
』
に
は
、
扁

理

(辰
雄
が
モ
デ
ル
)
が
遠
ざ
か

っ
て
し
ま

っ
た
理
由
を
、
絹
子

(総
子
が
モ
デ
ル
)
が
次

の
よ
う
に
考
え
る
部
分
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ
の
人
は
始
終
自
分
の
貧
乏
な
こ
と
を
氣
に
し
て
ゐ
た
や
う
だ
け
ど
・:
・
(中
略
)
あ

の
人
は
私

の
お
母
さ
ん
に
誘
惑
者

の
や
う
に
思
わ
れ
た
く
な
か
つ
た
の

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

か
も
し
れ
な

い
。
あ

の
人
が
私

の
お
母
さ
ん
を
怖
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
そ
れ
は
本
當
だ
わ
。
・
:
・こ
ん
な
風
に
あ

の
人
を
遠
ざ
か
ら
せ
て
し
ま

つ
た
の
は
お
母
さ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ん
だ

つ
て
悪

い
ん
だ
。
私
の
せ
ゐ
ば
か
り
で
は
な
い
。
ひ
よ

つ
と
し
た
ら
何
も
か
も
お
母
さ
ん
の
せ
ゐ
か
も
知
れ
な

い
:
:

な
ど
と
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

だ
が
幼

い
ア
ロ
ア
が
ネ

ル
ロ
を
、
コ
ゼ

ツ
の
旦
那
が
云

っ
た
よ
う
に

「書
か
き
に
な
ろ
う
な
ど

・
途
方
も
な
い
馬
鹿
げ
た
夢
を
見
て
居
る
」
「乞
食
風
情
」
な
ど
と
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

思

っ
て
い
る
訳
で
は
な

い
。

ア
ロ
ア
は
ネ
ル
ロ
を
想

い
な
が
ら
、
父
親
を
恐
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
従

っ
て
勿
論
、
『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
書
』

の
少
女
の
モ
デ
ル

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

で
あ
る
総
子
そ
の
人
に
、
ア
ロ
ア
は
重
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
菜
穂
子
の
モ
デ
ル
で
も
あ
る
総
子
が
、
「紅
」

の
よ
う
に
美
し
く
て
も
、
儂

い

「雲
」

の
よ
う
な

「夢
」

の綿

の
限
界
な
ど
つ
き
と
め
よ
う
と
も
せ
ず

、

ヘ

へ

な
ん
で
も
自
分
の
な
さ
り
た

い
と
思
ふ
こ
と
を
し
て
も

い
い
と
思

つ
て
い
る
や
う
な
天
才
な
ん
て
い
う
も
の
は
、
私
は
少
し
も
自
分
の
側
に
も
ち
た
い
と
は
思

つ
て
ゐ
ま
せ
ん
わ
。

:
:

、

、

、

、

、

、

、

(
20
)

と
ば
か
り
に
、
文
学
は
勿
論
辰
雄
も
捨

て
て
、
「世
間
並
に
出
来
上
が

っ
た
」
男
を
、
夫
に
選
ん
で
し
ま

っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

だ
が
ネ
ル
ロ
は
、
総
子
に
も
似
た
俗
世
間
の
典
型
か
と
思
わ
れ
る

コ
ゼ
ツ
旦
那
の
仕
打
に
、
「
恨
み
言
も
云
は
」
ず
、
「男
ら
し
」
く

「あ
き
ら
め
て
」
耐
え
て
ゆ

く
。
雪
の
中
で
拾

っ
た
持
主
不
明
の
人
形
を
持

っ
て
、
ア
ロ
ア
を
喜
ば
せ
た
い
と
、
そ
の
家
に
立
ち
寄

っ
た
日
、

コ
ゼ
ツ
旦
那

の
粉
挽
場
が
火
事

に
な
り
、
濡
衣
を

き
せ
ら
れ
て
も
。
そ
の
せ
い
で
金
持
に
な
び
く
村
人
に
爪
は
じ
き
に
さ
れ
、
牛
乳
配
達

の
仕
事
が
な
く
な

っ
て
も
。
ま
た
憧
れ
続
け
た
絵
の
審
査
に
も
れ
、
心
に
秘

め
た
た

っ
た

一
つ
の
望
み
も
失

い
、
そ

の
笑
顔
が
支
え
だ

っ
た
お
爺
さ
ん
も
亡
く
な

っ
て
、
粗
末
な
小
屋
か
ら
も
追

い
出
さ
れ
、
食
べ
る
物
も
寝
る
所
も
失

っ
て
も
。

フ
ラ

ン

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ネ
ル
ロ
は
、
雪
の
中
で
拾

っ
た

コ
ゼ
ツ
旦
那

の

「六
千
法
」
も

の

「大
金

の
切
手
」
を
手
に
す
る
や
、
=

直
線
に
粉
挽
小
屋
に
駈
け

つ
け
」
る
。
そ
し
て
そ
の
ク

リ
ス
マ
ス
の
前
夜
、
空
腹
に
あ
え
ぐ
老

い
た
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
を

ア
ロ
ア
に
預
け
、
絶
望

の
果
て
に
た
ど
り
着

い
た

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
大
聖
堂
で
、
ネ
ル
ロ
を
捜
し
当

風
立
ち
ぬ
、
い
ざ
生
き
め
や
も

(中
)
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ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

て
た

パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ
と

共

に

、

見

た

い
と

切

望

し

た

ル

ー

ベ

ン

ス

の

二
組

の
絵

を

、

「
清

く

」

「
照

り

輝

く

」

月

あ

か

り

の
中

で

、

偶

然

見

る

こ

と

が

で
き

る

と

、

見

た

。

僕

は

た

う

と
う

見

た

。

ヘ

へ

あ

・
神
様
。
此
上
は
何
も
要
り
ま
せ
ん
。

と

「荘
嚴
な
書
を

つ
く
ぐ

と
見
あ
げ

て
」
、
翌
日

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
朝

が
ほ

の
く

明
け
」
る
と
、
そ
の
絵

の
下
で
ネ

ル
ロ
は
パ
ト
ラ
ッ
シ

ュ
と
抱
き
合

い
、

え
み

「笑
」
を
浮
か
べ
て
死
ん
で
い
た
の
だ

っ
た
。

こ
の
作
品
が
、

と
こ
し

へ

永

遠

に

。

と

結

ば

れ

て

い
る

こ
と

、

そ

し

て

又

、

ヘ

へ

お
ほ
ひ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

石
の
様
に
抱
き
あ

つ
た
人
と
犬
と

の
死
骸

の
上
に
、
ル
ベ
ン
ス
の
名
圭
旦
は
覆
を
破
り
と
ら
れ
て
其
偉
大
な
る
天
才

の
筆
の
跡
を
現
は
し
、
照
す
朝
日
の
鮮
か
な

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

光
り
が
、
紳
の
子

の
頭
に
置

い
た
荊
棘
の
冠
を
射
て
居
た
。

・

・

…

(6
)

…

と
あ
る
こ
と
を
見
る
な
ら
、
ど
ん
な
不
幸
の
中
で
も
、
「耐

の
心
」
を
失
わ
な

い

「す
ぐ
れ
た
人
間
」
だ

っ
た
ネ
ル
ロ
は
、
神
に
召
さ
れ
て
神
の
子
・イ

エ
ス
に
な

っ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

た

と

、

云

っ
て

よ

い
だ

ろ

う

か

。

そ

し

て

ル

ー

ベ

ン

ス

の

二

組

の
大

作

、

「
十

字

架

上

の
昇

天

」

「
十

字

架

上

の

降

臨

」

に

描

か

れ

る

イ

エ
ス

と

聖

母

・
マ
リ

ア
を

、

そ

ん

な

ネ

ル

ロ
と

、

ど

ん

な

時

も

ネ

ル

ロ
か

ら

離

れ

よ

う

と

し

な

か

っ
た

老

犬

・
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ
に

、

そ

し

て
更

に

辰

雄

と

志

気

に

重

ね

る

こ

と

が

で
き

る

だ

ろ
う

か

。ま

た

、

扁

理

が

、

夢

の
中

で
、

九

鬼

(芥

川
が

モ
デ

ル
)

に

問

わ

れ

て

、

ヘ

ヘ

ヘ

ラ
フ
ア
エ
ロ
の
聖
家
族
で
せ
う

と
答
え
た

ヘ

ヘ

ヘ

へ

そ
の
書

の
な
か
の
聖
母
の
顔
は
細
木
夫
人

の
や
う
で
も
あ
る
し
、
幼
児

の
そ
れ
は
絹
子
の
や
う
で
も
あ
る
の
で
、

へ
ん
な
氣
が
し
な
が
ら

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
注
目
す
る
な
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
改
め
て
云
う
ま

で
も
な
く
、
細
木
夫
人
の
モ
デ
ル
は
広
子
で
あ
る
。
「夢

の
な
か
で
」
「
へ
ん
な
氣
が
し

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な
が
ら
」
と
記
す

の
は
、
と
も
す
れ
ば

「非
常
に
神
聖
な
、
美
し

い
」
「
何
か
非
現
実
的
な
も

の
の
や
う
に
思
は
れ
る
」
広
子
に
憧
れ

「怖
れ
て
ゐ
た
」
辰
雄
が
、

..



ま
ぶ
し
く
見
え
て
も
よ
り
現
実
的
で
世
俗
的
な
総
子
が
、
「彼
女
の
母
に
は
ま
だ
」
あ
ま
り
似
て
い
な

い
と
、
思

っ
て
い
た
か
ら
だ

っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
こ
と

が
彼
に
は
、
「
何
と
な
く
」
「氣
に
入
ら
」
ず
、
自
分

の

「
い
ま

の
氣
持
か
ら
は
」
、
「離
れ
過
ぎ
て
ゐ
る
」
と
、
思

っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
だ
が
、
『聖
家
族
』
が

次
の
よ
う
に
終

っ
て
い
る
こ
と
に
、
注
目
し
て
み
よ
う
。
自
分
の

「本
当

の
心
」
が
分
か
ら
ず
、
「ほ
ん
た
う
に
愛
し
て
ゐ
る
も
の
」
か
ら
遠
ざ
か
ろ
う
と
し
て
苦

し
む
河
野
は
扁
理
、
辰
雄
が
モ
デ
ル
で
あ
る
。
即
ち
、

ヘ

ヘ

ヘ

へ

絹
子
は

(中
略
)、
彼
女
の
狂
暴
な
顔
を

い
き
な
り
夫
人

の
方
に
む
け
な
が
ら
、

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「河
野
さ
ん
は
死
ぬ
ん
ぢ
や
な
く

つ
て
?
」
と
出
し
ぬ
け
に
質
問
し
た
。

(中
略
)

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
こ
と
よ
:
:
そ
れ
は
あ
の
方
に
は
九
鬼
さ
ん
が
葱

い
て
ゐ
な
さ
る
か
も
知
れ
な

い
わ
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
た
め
に
反

つ
て
あ

の
方
は
救

は
れ
る
の
ち
や
な
く

つ
て
?
」

(中
略
)

ω綿

「
さ
う
か
し
ら

:
:
」

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

絹
子
は
さ
う
考

へ
な
が
ら
、
始
め
は
ま
だ
何
庭
か
し
ら
苦
痛
を
お
び
た
表
情
で
、
彼
女
の
母
の
顔
を
見
あ
げ

て
ゐ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
う
ち
に
ぢ

つ
と
そ
の

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

母
の
古
び
た
肺
々
し
い
顔
に
見
入
り
だ
し
た
そ
の
少
女
の
眼
ざ
し
は
、
だ
ん
だ
ん
と
古
圭旦
の
な
か
で
聖
母
を
見
あ
げ
て
ゐ
る
幼
児
の
そ
れ
に
似
て
ゆ
く
や
う
に

思
は
れ
た
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
。
辰
雄
に
と

っ
て
広
子
母
娘
は
、
軽
井
沢
で
の
聖
母
子
で
あ

っ
て
ほ
し

い
存
在
だ

っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

彼
の
描
き
か
け
の

「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
書
」

の
女
主
人
公

の
持

つ
て
ゐ
る
薔
薇
の
皮
膚
そ
の
ま
ま
の
も
の

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

、

『
フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の
犬

』

の
ネ

ル

ロ

(薔

薇
色

の
顔

を

し
た
髪

の
綺

麗
な

眸

の
黒

い
子
)

や

、

ネ

ル

ロ
と

大

の
仲

よ

し

の

ア

ロ

ア

(薔
薇

の
花

の
様

な
姿

・
薔

薇

の
や

う

な

手

)

の
容

貌

・
容

姿

に
似

通

っ
て

く

る

だ

ろ
う

。

そ

し

て

ま

た

、

ル

ー

ベ

ン

ス

の

「
聖

家

族

」

の

中

の
幼

い
キ

リ

ス
ト

や

、

更

に

は

何

よ

り

も

、

「
ク

ラ

ラ

・

セ

レ
ー

ナ

・
ル

ー

ベ

ン

ス

の
肖

像

」

の

ル
ー

ベ

ン

ス

の
長

女

、

ク

ラ

ラ

・
セ

レ
ー

ナ

(十

二
歳

で
没
)

の
頬

の
色

に

も

。

「
聖

家

族

」

の
聖

母

・
マ

リ

ア

の

モ

デ

ル
も

、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

こ

の
長

女

の
母

親

も

、

ル
ー

ベ

ン

ス

に

と

っ
て
最

愛

の
最

初

の

妻

・
イ

サ

ベ

ラ
だ

っ
た
。

彼

女

は

ア

ン

ト

ワ
ー

プ

の
富

裕

な

名

家

の
娘

で
、

誠

実

で
賢

こ

く

心

暖

か

風
立
ち

ぬ
、

い
ざ
生
き
め
や
も

(中
)
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)

な
女
性
だ

っ
た
と
云
わ
れ
、
三
十
五
歳

の
若
さ
で
亡
く
な

っ
て
い
る
。
辰
雄
が
知

っ
て
い
た
ら
、
広
子
や
志
気
に
重

っ
た
だ
ろ
う
。

み
な
し

ご

つ
ま
り
貧
乏
で
結
核
に
悩
み
、
志
気

を
失

っ
て
孤
児
だ

っ
た
辰
雄
は
、
既
に
云
わ
れ
て
も
い
る
よ
う
に
、
上
条
松
吉
が
実
父
で
な
い
こ
と
を
、
幼

い
頃
か
ら
ひ
そ

か
に
知

っ
て
い
て
、

い
つ
ど
こ
で
知

っ
た
か
不
明
だ
が
、
『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』
は
、
無
関
心
で
は

い
ら
れ
な
い
愛
読
書

の

一
つ
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

〈注
〉(1
)

森
山

京

「
芸
術

へ
の
情
熱

で
描

い
た
、
少

年
と

犬
と

の
愛

」

(
小
学
館

世

界

の
名

作

1ー

フ
ラ

ン
ダ
ー

ス

の
犬

)

(2
)

榊
原

貴
教

「
ウ

ィ
ー
ダ

に
見

る
翻
訳

社
会

史
/

『
フ
ラ
ン
ダ

ー

ス
の
犬
』

の
再

話

に
即

し

て
」

(翻

訳
と

歴
史
-

文

学

・
社

会

・
書
誌

第

25
号
)

(3
)

「
フ
ラ
ン
ダ

ー

ス
の
犬
」

(図

説
児
童

文

学
翻

訳
大
事

典

第

2
巻

【原
作

者

と
作
品

】
大

空

社
)

(4
)

昭
和

十
年

十

一
月

『
ラ
ジ
オ
世

界
名

作
物

語
』

第

三
輯

(東
京

放
送

童
話

研
究

会
編

清

和
書

店
)

(5
)

昭
和

五
十
年

「世

界
名

作

劇

場
」

第

一
回

平
均

視
聴

率

二

二

・
五
%
、

最
終

回

で

は
三

〇

%
を
記

録

し
、
終

了

後

た
だ

ち

に

「
ア

ン

コ
ー

ル
名

作
劇

場

」
と

し

て
再

放

送

さ
れ

た
だ

け

で
な
く

、
ビ

デ
オ

や

D
V

D
に
も

な

っ
た
。

(6
)

西

本
鶏

介

「
熱

い
涙

を
呼

ぶ
愛

の
文
学

」

(小
学

館

世
界

の
名

作

1ー

フ

ラ
ン
ダ

ー

ス

の
犬

)

ル

ー

ベ
ン

ス

の
工
房

の
あ

っ
た

ア
ン
ト

ワ

ー
プ

の

フ

ル
ン
広
場

に

は
牛

ベ
ン
ス
の
像
も
あ
免

醐

(7
)

村

岡
花

子
解
説

(新

潮
文

庫

『
フ
ラ

ン
ダ
ー

ス

の
犬

』
)

(8
)

「
ウ

イ
ー
ダ

フ
ラ

ン
ダ
ー

ス

の
犬

」

(世
界

少
年

少
女

文
学

リ

ア
リ
ズ

ム
編

自

由
国

民
社

)

(9
)

『世

界
大

百
科

事
典

』

13

(平

凡
社

)

(10
)

も

っ
と
も

こ
の
作
品

は

昭
和
七

年
九

月

に
発
表

さ

れ

て

い
る
。

が
、

『清

く
寂

し
く
』

(大

10

・
11
)

の

T
子

、

『
甘
栗
』

(大

14

・
9
)

の
朝
子

の
モ
デ

ル
も
妙

で
、

『閑

古

鳥
』

(昭

12

・
9
)
、

『山
茶

花
な

ど
』

(昭

13

・
1
)

の

「
私

の
少
年

時

代

の
恋
人

」
も

彼
女

だ

っ
た
。

し

か
も
辰

雄
は
妙

の
遺
児

・
玲
子

に
、

限
定

版

の

『麦

藁
帽

子
』

を

贈
り

、

そ

の
扉

に
、

昔

の
女

た
ち

よ
、

お
ま

え

た
ち

は
私

か
ら
遠

の
け

ば
遠

の
く

ほ
ど

、
私

の
う

ち

で
な

ん
と
新

鮮
な

姿

に
な

っ
て
く

る

こ
と

か
1

と

書

い
て

い
る
。

又
、
妙

の
兄

の
弘

や
章

は
、

辰
雄

と
年

令

も
近

く

野
球

な
ど

の
遊
び

友
達

で
、
内

海
家

の
避

暑

地

に
呼

び
寄

せ
ら

れ

た
り

も

し

て

い
る

(堀

辰
雄

事

典

竹

内
清

己
編

勉

誠

出
版

)

(
11
)

『
リ

ュ
ー

ベ

ン
ス
』

(新

潮
美

術
文
庫

10
)

(
12
)

『堀

辰
雄

事
典

』

(竹
内

清
己

編

勉
誠

出
版

)

(
13
)

最

も
原

作

に
忠

実
な

名

訳
と

云

わ
れ
、

昭

和

二
十
九

年

の
訳

以
来

平
成

十

六
年

ま

で
、

七
十

二
刷

に
も

な

る
程

の
人
気

の
あ

る
村

岡
花

子

訳

で
は

ネ

ロ
。
注

も
付

け

良

心

的
と

思
え

る
岩

波

少
年

文

庫

m

の

『
フ
ラ

ン
ダ

ー

ス
の
犬
』

(平

15
)

の
野
坂

悦

子
訳

も

同
じ
。

が
、

『
小
学

館
世

界

の
名

作
』

11

(平
成

10
)

で
は

ネ

ル

ロ
。

英



文

は
Z
亀
o
。

明
治

・
大

正

・
昭
和

(
10
年

ま

で
確

認
)

は
ネ

ル

ロ
。

(14
)

谷

田
昌
平

編

「
訂
補

堀
辰

雄
年

譜
」

(堀

辰
雄
事

典

竹
内

清

己
編

勉
誠

出

版
)

(15
)

ル
ー

ベ
ン

ス
が
生
ま

れ

た

の
は
ド

イ

ツ
の
シ

ー
ゲ

ン
で
、

ア
ン
ト

ワ
ー

プ
に
落

ち

つ
く

の
は

三
十

二
歳
以

降
。

(16
)

「①
-ζ

O
O
閑

ル
ー

ベ

ン
ス

ネ

ロ
が

最
後

に
見

た
天

使
」

(宝
島

社
)

(17
)

野
坂

悦
子

訳

「
フ
ラ

ン
ダ
ー

ス

の
犬
」

注

(岩

波
少

年
文

庫
)

(18
)

『
ブ
リ

タ

ニ
カ
国
際

大
百

科
事

典
』

18

(
テ
ィ
ー
ビ

ー

エ
ス

・
ブ

リ
タ

ニ
カ
)

(19
)

中
村

真

一
郎

『芥

川
龍
之

介
』

(要
書

房

)

(20
)

松
原

秀
江

「風

立
ち

ぬ
、

い
ざ

生
き

め

や
も
1

堀
辰

雄

の
母
と

子

の
物
語
1

(上
)
」

(大

手
前

大
学

論
集

11
)

こ
の
稿
続
く

(附
記
)

本
稿
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
H
で
、
「プ
ロ
ロ
ー
グ
/

い
の
ち

の
泉

・
絵
本
と

の
出
会

い
」
(柳
田
邦
男

『砂
漠
で
み
つ
け
た

一
冊
の
絵
本
」

岩
波
書
店
)
を
、
学

生
と
共
に
読
ん
だ
こ
と
が
き

っ
か
け
に
な
り
で
き
ま
し
た
。
ま
た
稲
積
包
昭
先
生

・
森
道
子
先
生
に
様

々
な
御
助
言
を
い
た
だ
き
、
本
校
の
図
書
館
は
勿

D⑲

論
、
国
立
国
会
図
書
館

・
大
阪
府
立
中
央
図
書
館

・
神
戸
市
立
中
央
図
書
館

の
司
書
の
方
に
も
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。風

立
ち

ぬ
、

い
ざ
生
き
め
や
も

(中
)




